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基調講演 講師紹介 大塚陽太郎氏

特例社会保険労務士
1970年8月、埼玉県草加市生まれ。1996年に労働省（当時）に入省。約30年
にわたり厚生労働省で勤務し、全国のハローワーク運営から現場の所⾧職まで、多岐
にわたる業務を経験。
2025年3月に厚生労働省を退官し、同年5月に社会保険労務士事務所を開業。
豊富な行政経験と現場感覚を活かし、個々の企業の実情を踏まえたオーダーメイド
のご支援を進めています。

事例発表 会社紹介
ポラスシェアード株式会社
（越谷市）

事業内容：ポラスグループの特例子会社
（人事・総務系業務、設計補助、社内システム関連業務、
広告関連業務、他）
障害のある従業員数：57名
（身体:11名、知的:６名、精神:40名）

【30時間以上 38名・20時間以上30時間未満 17名・ 10時間以上20時間未満２名】

障害者雇用のきっかけ：グループ企業の「障害者法定
雇用率」達成だけでなく、障がい者雇用をより一層促進充実
させ、地域密着型企業として更なる地域貢献を果たすため。
特例子会社の「新しい在り方」を追求するため。

雇用継続への取組：親会社と同等のコース別人事制度
を導入し、障がい特性に応じた柔軟な業務設定を行っていま
す。社員の特徴と成⾧に合わせた業務マッチングを実施し、業
務チーム制により円滑なコミュニケーションを図っています。公的
資格取得やアビリンピック挑戦、社内アカデミーによる人材育成
も積極的に推進しています。

県HP https://www.pref.saitama.lg.jp/a0816/syougai-map/syougai06-04.html

社会福祉法人末広会
（川口市）

事業内容：介護老人福祉施設
（主として高齢者の生活を支える）

障害のある従業員数：3名（身体:３名）
【30時間以上 2名・20時間以上30時間未満 １名】

障害者雇用のきっかけ：アメリカで障害のある方と出
会い、「障害」ではなく「その人自身と向き合う」大切さを学ん
だことが、障害者雇用について考えるきっかけとなり、「私にも
何かできないか」と考える第一歩になりました。

雇用継続への取組：障害者雇用は、特別な人を雇う
ことではありません。大切なのは、受け入れる側の意識も変
わっていくこと。「障害」だけを見るのではなく、その人自身と向
き合い、知ることから始まり、一緒に過ごし、話し、障害につい
て学ぶ。そして、互いの理解を深めながら、「できること」を一
緒に探していく。こうした意識の変化と積み重ねが、安心して、
ともに働き続けられる職場につながっていくのだと思います。

埼玉県HP


